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はじめに 

リリースノートでは SkyVisualEditor の主要な新機能や既存機能の機能強化に関する概要情報を提

供します。新機能、機能強化には既存環境に影響を与える可能性があるものがあります。より詳細

な情報については、リリース時に公開予定のヘルプサイトを参照ください。 

 

ヘルプサイト： https://doc.terrasky.com/display/SVE4JA/Home 

 

  

https://doc.terrasky.com/display/SVE4JA/Home
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1. Lightning Design Systemの適用 

Salesforce Lightning Design System（以下 SLDS）を SkyVisualEditor で作成した Visualforce ペー

ジに適用します。 

新しいユーザーインターフェイスである Lightning Experience では、Visualforce ページも表示す

ることが可能です。しかし新しいデザインで表示するためのツールとして SLDSが公開されており、

Lightning Experience のデザインに合わせて表示することが可能になっています。 

文字フォントタイプや文字の大きさ、入力枠のデザインやボタンの表示等、簡易的に SLDS を

SkyVisualEditor ページに適用させるためのファイルを提供します。提供したファイルの設定方法は、

後ほど公開されるヘルプドキュメントを参照ください。 

【例 1: SLDS 適用画面】          【例 1: 既存デザイン画面(Classic)】 

    
 

【例 2: SLDS 適用画面】          【例 2: 既存デザイン画面(Classic)】 

    

 

◇Salesforce Lightning Design System の詳細については下記を参照ください。 

https://www.lightningdesignsystem.com/ 

https://www.lightningdesignsystem.com/
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2. SVEファイルの一括ローカル保存 

SkyVisualEditor Studio画面にて複数のSVEファイルをまとめてローカルに保存することができる

ようになりました。今までは開いているページを 1 ページずつ保存する必要がありましたが、複数

のファイルを zip ファイル形式での一括保存が可能になりました。バックアップ等をする際にご活

用ください。 

     

尚、ローカルに保存されたページをアップロードする際は、今まで通り 1ファイルずつになりま

す。zip ファイルからまとめて SVE ページを一括アップロードすることはできませんのでご了承く

ださい。 
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3. [AppComponent] Visualforceページを読み込むことが可能に 

SkyVisualEditor で作成した Visualforce ページ、または個別開発した Visualforce ページを読み込

むことができる AppComponent を「SkyVisualEditor 標準 AppComponent」に追加します。 

【例：Dashboard レイアウト内に検索テンプレート画面を配置】 

 

 

当機能の注意点として、Visualforce ページがそのままページ内に表示されます。そのため

JavaScript や CSS 等が、元のページとページ内に表示したページの機能・デザインに競合やエラー

が発生する可能性があります。お客様自身で動作確認をするようにしてください。  
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4. データの登録・更新エラー時にエラー内容を複数件表示が可能に 

「保存」処理実行時に入力規則やワークフロー、個別に開発した Apex Trigger によってエラー

(DMLException)が発生し、且つエラーが複数項目に対して発生した場合、エラーメッセージは 1

件のみ画面に表示されます。そのため複数のエラーが発生した時は、表示されたエラー1 件に対し

て入力値を修正して再度保存を実行すると、次のエラーが表示する動きになっています。 

今回の機能追加により、複数項目のエラーを画面にまとめて表示することが可能になりました。

設定には「Apex クラス拡張」の使用が必要になりますので、設定方法は後ほど公開されるヘルプ

ドキュメントを参照ください。 

【入力規則を設定時のエラーメッセージ例】 
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5. Studio UIの改善 

SkyVisualEditor は、お客様から大きな機能追加や文言の変更等の沢山のご要望を頂いています。

細かい改善ではありますが、下記の Studio 画面表示を改善しました。 

5-1. デザインページ選択ダイアログに「最終更新者」を表示 

複数名でページを開発している場合に、最終更新者が誰なのかを確認したいというご要望が

ありましたので「最終更新者」項目を追加しました。 

 

 

5-2. ページバージョン選択ダイアログの項目名を変更 

ページバージョンの説明とページの説明が同一の値に感じてしまうため紛らわしいとの声

を頂きましたので、項目名を「説明」から『バージョン備考』に変更しました。 
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6. Salesforceによる TLS 1.0の無効化への対応 

今後、Salesforce に接続する際に TLS1.1 以上の暗号化方式が必須となります。 

今までは SkyVisualEditor Studio からの接続時は TLS1.0 の暗号化方式を利用しているため、重要

な更新「HTTPS 接続には TLS 1.1 以降が必要」が有効になっている場合は、下記のようなエラー

が発生していました。 

 

今回のバージョンアップで TLS1.1 以上の暗号化方式で接続するように変更したため、このエラー

は発生しなくなります。 

 

TLS 1.0 の無効化の詳細については、下記 Salesforce ナレッジ記事を参照してください。 

https://help.salesforce.com/apex/HTViewSolution?id=000221207&language=ja 

 

  

https://help.salesforce.com/apex/HTViewSolution?id=000221207&language=ja
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7. 外部オブジェクトへの対応 <ベータ機能> 

Salesforce 組織外のデータに対応付けられたオブジェクト(外部オブジェクト)が使用可能になり

ました。尚、オブジェクト選択ダイアログにて”全て表示”チェックボックスにチェックを設定した

場合のみ表示されるベータ機能となっています。 

 

（※外部オブジェクトは API 参照名に”__x”が付いています） 

 

また、外部オブジェクトについて詳細は Salesforce のヘルプを参照ください。 

https://help.salesforce.com/apex/HTViewHelpDoc?id=external_object_define.htm&language=ja 
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